
本レポートは情報の提供を目的としており、何らかの行動を喚起するものではありません。ここに示した意見は本レポート作成現在の筆者の意見を示すのみです。

データや数値の抽出範囲・基準は任意で設定している場合があります。データ・資料等については、数値等の誤りが含まれている可能性があります。本レポート

に基づき、お客様が投資のご判断をされた結果生じた損害・損失については当行は一切責任を負いません。投資や資金運用に関する最終決定は、お客様ご自身で

判断されるようお願い申し上げます。本レポートの全部または一部の無断コピー・転載はご遠慮頂きますようお願い申し上げます。 

 

 

お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,90 45,82 -0,08 45,88 -0,06

USD / BRL Spot BRL 2,2122 2,2191 +0,0069 2,2243 -0,0052

USD / JPY Spot JPY 101,54 101,68 +0,14 102,04 -0,36

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 55.744 55.974 +230 54.807 +1.167

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 146,3 148,3 +2,0 138,7 +9,6

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,73 11,73 +0,00 11,73 +0,00

DI Future Oct15（金利先物） % 10,98 10,99 +0,01 11,09 -0,10

3 Months US Dollar Libor % 0,233 0,233 +0,000 0,232 +0,001

CRB Index（国際商品指数） Index 297,5 296,0 -1,5 310,0 -14,0

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 7月14日

昨日のドルレアルスポット相場は米ＦＲＢイエレン議長の議会証言に反応してドル高レアル安となりました。
朝方は米ＦＲＢイエレン議長の議会証言において労働市場の回復が予想より早ければ利上げも予想より
早くなる可能性に言及したことからドル買い優勢となったため、前日比レアル安の２．２１台後半で取引され
ました。その後もドル買いの地合いから２．２２台半ばへドル高レアル安が進みましたが、イエレン議長は
量的緩和終了後も相当期間ゼロ金利を維持するのが適切と従来通りの見解を述べたこともあり、午後には
相場が緩み結局２．２２近辺で引けています。

昨日はイエレン議長が示した早期利上げの可能性に反応してレアルは売られました。イエレン議長は従来
の方針を大きく変更したわけではなく、「雇用と物価が目標の状態に近づいてもしばらくの間政策金利は
長期的に正常と看做される水準を下回ることが正当化される。」と利上げを急ぐ必要性はないとした基本
認識の上で、経済見通しが不透明であるため早期利上げの可能性にも触れたということでしょう。本来で
あれば基本認識が変わらなかったことを好感してレアル買いになってもおかしくない展開でしたが市場は
そこまで楽観的にはなれないようです。利上げに対する警戒感でレアルは売られやすい地合いを持って
いることが確認されましたが、イエレン議長は低金利を続けすぎても投資家の過剰なリスクテイクを誘発する
危険性への認識を表明しているため、今後も市場は神経質な展開を続けるでしょう。
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